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要 旨
看護職者 の 関係開始ス キ ル と個人 の 内的属性と の 関係 に つ い て 調 べ た. 内的属性を自我同 一 性,
自己没入, 共感的配慮 , 孤独感 , 対人不安と した . 調査対象は2 つ の総合病院に就労する看護職
者332名 と した . 測定用具に は和 田 の 社会的ス キ ル 尺度 の 下位尺度で ある関係開始 ス キ ル尺度,
谷 の 多次元自我同 一 性尺度, 坂本 の 自己没入尺度 , デ ィ ゲ ィ ス の 対人的反応性指標 の 下位尺度で
あ る共感的配慮尺度, 落合 の 孤独感 の 類型判別尺度, 林 ･ 小川 の 対人不安意識尺度を用い た . そ
の 結果, 対人不安 と関係開始 ス キ ル と は負の有意 な相関が認め られ た. ま た自己没入 と関係開始
ス キ ル と は正 の 有意な相関を示した . 自我同 一 性 に お い て は関係開始ス キ ル と年齢, 経験年数,
兄弟数, 友人数別で有意 な正の 相関がみ られ た. さ らに共感的配慮と関係開始 ス キ ル と は友人数
別に おい て 有意な正の 相関を示した . 孤独感と関係開始 ス キ ル と は職位 , 友人数別で 有意な相関
がみ られた
.
また , 関係開始 ス キ ル に 最も影響する個人の 内的属性は対人不安で あり, 次に 自己
没入で あ っ た. 以上の こと か ら看護職者の 内的属性 は関係開始ス キ ル に 影響を与え て い る ことが
示唆された .
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看護活動で は, 患者一看護者間の 人間関係に お
い て コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン能力が重要と なり, 患者
を知る に は相手と の 関係をス ム ー ズ に行なえる こ
と が必要 で あ る . ま た看護職 の 同僚及 び他職者
(医師, 薬剤師, 栄養士な ど) と の 結び つ きは看
護活動を ス ム ー ズ に運ん でくれ る . 相手に 対する
好意的な印象 は好意的な対人反応 に結び つ き , 杏
定的な印象は否定的な反応に つ なが る ことが多い .
つ まり相手と良好な人間関係 を築くために は, 棉
手に よ い印象を与え , 見ず知 らず の 人に 自分か ら
話しか け, 自分を売り込む こ とがで き, 新 しい 関
係を作る など自分 の意思 ･ 欲求な どを開示 して 警
戒を与えずス ム ー ズ に人と の 関係を開始するス キ
ル で ある関係開始ス キ ルが必要に な っ てく る.
ブ - メ ス ク ー ら は, 対人有能性 として関係開始,
ネ ガテ ィ ブな主張, 自己開示, 情緒的サ ポ ー ト,
衝突回避等をあ げて い る. また和田 は人間関係の
社会的ス キ ル と して 関係維持 , 関係開始, 自己主
張等 をあ げて い る . 和田 に よれ ば, ｢関係開始ス
キ ル と ノ ン バ ー バ ル行動や セ ル フ モ ニ タリ ン グと
正の 相関を示し, 孤独感と負 の相関がみ られ た｣1 )
と報告 して い る. ま た, ｢ 恋人が い な い もの よ り
い る もの の方 が関係開始 に 優れ て い る｣2 )とら報
告して い る.
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関係開始 ス キ ル に影響する個人の属性 に つ い て
文献を検討 して みると自我同
一 性, 自己没入, 共
感的配慮, 孤独感, 対人不安等が考え られる . 関
係開始に は特定 の 他者に対 して 自分自身に 関する
情報を言語 を介 して 伝える行為 ( 自己開示) と意
図的に本人が情報を曲げて 自分に都合 よく, ある
い は世間的に格好 よく伝える自己表出とが ある
3 )
.
そ の ために は自分が自己を確認する, つ まり自我
同 一 性 (ア イ デ ン テ ィ テ ィ) が重要とな っ てくる.
ま た, ｢自我同 一 性は こ れ こ そ自分だと い う自分
の 独自性 の 実感で あるが , それ は自分ら しい と感
じられ る自分が他者 一 社会か らも認め られ, 自分
の あり方と他者か らの期待や要請が
一 致 した とき
に経験 され る｣
4) と言われ て い る こ とか ら , 他者
か ら認め られて 自我同 一 性を確立 した人は , 対人
関係に お ける関係開始もス ム ー ズ に行う ことが で
きるもの と考え る.
坂本 は ｢自己没入の 強い 人は抑う つ に な りやす
く , 抑う つ 状態が続くと自分に 関して 深く考え込
ん で 内に こも っ て しまう .｣
5 )と述 べ て い る . また
抑う つ に なると気分がめ い っ て ふ さ ぎこん で しま
い
, 話す の が億劫に な り人と会うの を避 け引き こ
も っ て しまう . 抑う つ 状態はネ ガテ ィ ブな自己イ
メ ー ジを受 け入れたりそれ を維持させ たりする よ
うに 働く 6 ). こ れ ら の こと か ら自己没入 の 強い 人
は人との 関係開始がうまくで きない可能性が考え
られる .
山岸 は ｢社会的ス キ ル は対人場面に お い て効果
的に相手に 反応する ために用 い られる言語的, 非
言語的な行動で ある . 具体的なス キ ル を適切 に発
拝するために は相手に共感できる ことが必要とな っ
て くる.｣7 )と述 べ て い る. 共感的な人 は他者と交
流を楽しみ , 自分自身の 問題 を大げさ に話 して 注
意を ひく ような こと ばせ ず, 他者の感情に 関心を
持 っ こ とで 感謝され る ことを喜び, 他者とよく知
り合い に なる こ とを楽 しみ に する人で ある
8)
. 逆
に共感的能力の 低い人は, 柔軟性に か け衝動的傾
向が あり , 自己中心的で友人が少なく内向的で疑
い 深 い 人で あ る9 ). したが っ て共感的能力 の 高い
人の ほ うが 自分か ら話 しか け, 人間関係を築い て
い こうとする ことか ら関係開始ス キ ル は高 い と考
えられる
.
対人関係を避 けたり, 会話を して も長続きしな
い 人は孤独で ある10)と い われ て い る . 孤独を抱く
と人は どう見られて い るか に敏感に なり, さ ら に
孤独が強くな っ て いく
11)
. 孤独 を感じ る人で は,
人 に特別な印象を与えたい と 強く思 うため消極的
で あると い う印象を与えたり好ま しくな い と見 ら
れ たりする の で はない かと い う こと に過剰に反応
して しま う11)
. 吉森等 は, 孤独感の 強い人 の 特徴
と して ｢①自己開示が少なく, 他者 に 自己開示さ
せ る ことが少な い . そ の ため 円滑な人間関係を妨
げる
. ②他者と の 相互作用の 間, 相手に あま り興
味を示さ ない . 相手に質問した り , 注意 を向 ける
こ とが少なく, ひと つ の 話題 で会話 を続 ける こと
も少な い . ③自己主張が弱く, 消極的で ある. ④
対人関係に おける失敗を努力 の 欠如や方略 の まず
さ に帰属せず, 自分の社会的能力の 欠如 に帰属す
る. そ して簡単 に あき らめ て しまう . ⑤他者か ら
は自尊心が低く, 他者に 興味を示さず理解し にく
い 人とみ なされて い る .｣12)な どをあ げて い る . ま
たJo n e sら は ｢ 孤独な人 ほ ど相手 に 言及 する陳
逮, 相手 の以前 の陳述 へ の 応答, 相手 へ の質問が
少な い , すなわ ち会話 の ソ ー シ ャ ル ス キ ル に か け
る . ｣
13) と も報告 して い る . ま た Spitzbe rg ら は
｢自己評定 の 有能性と孤独感 と の 間に 負 の 相関を
見出し, 孤独な人は対人有能性に か け, また効果
的に しか も適切に他者と相互作用する能力に 欠け
る .｣14)と報告 して い る . つ まり孤独感が 強い もの
は どソ ー シ ャ ル ス キ ル に欠け他者 と効果的な相互
作用を築く ことが で き ない と考え られ る.
Scbie nke rら は ｢対人不安 と は現実 の ある い は
想像上 の対人場面に お い て他者か ら の 評価 に直面
した り, もしくはそれ を予測 した りする ことか ら
生 じる不安状態で あ る.｣
15)と述 べ て い る . 対人不
安の 強 い 人は人に 会う ことを 回避す るため に, 人
と うまく話 をする ことが で きなくな る. 内気で器
用に振舞う こ とがで きない た め に人と の かか わり
を回避する こと に な る
16)
. さ ら に対人不安 の 強い
人は対人関係を実際に避 け, 非親和的な振る舞 い
をする ことが多く , 他人と の 相互関係を取れ なく
な り外向性が低 い とも考え られる
17)
.
Lea ry もま
た ｢他人の 非難や批評に対 して 過度 に気 にする人
はそう で ない人 に比べ て , よ り多く の対人不安を
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経験する.｣18)と い うことを報告 して い る. M a rku s
は ｢対人不安の 強い人は自分に 自信が もて な い 人
で あ り, 自分の予測した事態に な ると い っ そう自
分 の おかれ た状況に こだわ っ て しまい , それに よ っ
て そ の人 の 対人的問題をさ らに 悪化する こと に な
る .｣19)と述 べ て い る. これ ら の報告を総合する と
個人 の対人不安 は関係開始ス キ ル に影響する こ と
が推定で きる.
以上の こ とか ら, 次 の よ うな仮説を設定 した .
1. 自我同 一 性 は関係開始ス キ ル に影響する.
2 . 自己没入は関係開始 ス キ ル に影響する.
3
. 共感的配慮 は関係開始 ス キ ル に影響する .
4 . 孤独感は関係開始ス キ ル に影響する.
5 . 対人不安は関係開始 ス キ ル に影響する.
研究方法
1
. 調査対象
母集団は2 つ の 公立総合病院 に勤務する看護職
者か ら無作為抽出した350名と した.
2
. 調査内容
本研究 で は関係開始ス キ ル を従属変数と し, 自
我同 一 性 ･ 自己没入 ･ 共感的配慮 ･ 孤独感 ･ 対人
不安を独立変数と し, これ ら独立変数に つ い て の
測定結果と関係開始ス キ ル と の 関係を調 べ た . ま
た, 性 ･ 年齢 ･ 経験年数 ･ 職階 ･ 看護教育背景 ･
兄弟姉妹 ･ 友人数等 の 人口学的背景 も調査 した .
3 . 測定用具
関係開始ス キ ル の 測定に は和 田 の 社会的ス キ ル
尺度の 下位尺度で ある関係開始 ス キ ル 尺度
25)を用
い た
.
こ れ は7項目で 構成され, 5件法で評定す
る尺度 で ある . 自我同 一 性は谷 の 多次元自我同 一
性尺度
19) を用い た. これ は20項目で 構成され , 7
件法で 評定する尺度で ある. 自己没入は坂本の 作
成した自己没入尺度21)を用い た. これ は11項目で
構成され , 5件法で 評定する尺度で ある . さ らに
共感的配慮 はデ ィ ゲィ ス の対人的反応性指標の 下
位尺度で ある共感的配慮尺度22)を用 い た . これ は
7項目で構成され, 5件法で評定する尺度で ある.
孤独感は落合 の孤独感 の類型判別尺度
23)を用い た .
こ れ は16項目で構成され , 5件法で 評定する尺度
で あ る . 対人不安 は林 ･ 小川 の 対人不安意識尺
度24)を用 い た . これ は66項目で構成され , 7件法
で評定する尺度で あ る. い ずれ の 尺度 も信頼性 ･
妥当性が検証さ れた もの で ある .
4. デ ー タ の 統計処理
偏相関係数, 標準偏回帰係数, 信頼性係数 α の
算出に は統計 ソ フ トSP SS を使用 した .
5
. 調査方法
調査対象で ある病院 の看護部長 の許可を受けて ,
看護師 - の配布を依頼 した. 倫 理的配慮と して 調
査は無記名と し, デ ー タ は統計的 に処理を行う た
め, 個人の プ ラ イ バ シ ー は漏れ る こ と はな い 旨の
説明書を添付 し, こ の 調査の主 旨に承諾 で きる方
に つ い て の み調査を依頼 した. 調査期間は2001年
7月20日 - 7月30 日まで と し, 留め置き法をと っ
た.
結 果
1. 調査表の 回収率と対象者の 属性
調査対象者350名 の う ち , 有効回答数 は332名
( 有効回答率94.9% )で あ っ た . 対 象者 の 人口学
的背景は表 1に示 した.
表 1 対象者の背景 n=33 2
性 別
1 1 3.3
女 性 3 21 96.7
年 齢
2 4歳 以 下 30 9.1
2 5- 3 4歳 89 26.8
3 5- 4 4歳 98 29.5
4 5歳 以 上 115 34.6
3 年 以 下 37 l l.1
4 - 6 年 34 1 0.3
種族年数 7 - 9 年 21 6.3
1 0- 1 9年 90 2 7.1
2 0年 以 上 1 50 45.2
看 護 師 長 13 3.9
職 階 副師長 ･ 主任 11 8 35.5
看 護 師 2 01 60.
大 学 7 2.1
学 歴 短 大 55 1 6.
専 修 学 校 2 70 81.3
｢ ~面 み 25 7.5
1 人 95 28.6
2 人 99 29.8
3 人 以 上 11 3 34.1~ ~雇 25 7.5
兄 弟 数
人
人
人
上
3
5
以
～
～
人
ー
2
4
6
数人友
31 9.4
1 49 44.9
94 28.3
33 9.9
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2
. 本研究で使用 した尺度の 信頼性
本研究 に お い て 使用した尺度 の Cr o nba ch の α
を算出し信頼性を確認 した. 多次元自我同 一 性尺
度 は0.918, 自己没入尺度0.899, 共感的配慮尺度
0.707, 孤独感 の 類型判別尺度0.495, 対人不安意
識尺度0.975, 関係開始ス キ ル尺度0.894で あ っ た.
3
. 関係開始ス キ ル と個人の 内的属性 との 関係
表2 に は関係開始ス キ ル と個人 の 内的属性 との
関係を示した . 看護職者 の 関係開始 ス キ ル と自己
没入と の 間 に正 の 有意な相関が あり , 対人不安と
の 間に負 の 有意な相関を示 した. しか し自我同 一
性 , 共感的配慮 , 孤独感と の 間に有意 な相関はみ
られなか っ た
. 次 に関係開始 ス キ ル に最も影響す
る個人の 内的属性 を標準偏回帰係数で みると対人
不安で あり, 続 い て 自己没入 の 順で 影響して い た.
表2 関係開始ス キル と内的属性との 関係
n=332
属 性 偏相関係数 標準偏回帰係数
0.054 0.065
自 己 没 入 0.183
* *
0.204
**
共感的 配 慮 0.042 0.041
孤 独 感 -o.o36 -0.035
対 人 不 安 -0.254
M 事
-o.346
w
*
pく0.05,
* *
pく0.01,
榊
pく0.001
4 . 性別にみた関係開始ス キル と個人の 内的属性
との 関係
表3 に は性別 に みた関係開始ス キ ル と個人の属
性との 関係 , な らびに 個人 の 属性で ある自我同 一
性, 自己没入, 共感的配慮, 孤独感, 対人不安等
の どの 属性が最も関係開始ス キ ル に影響 して い る
か に つ い て 示した . 自己没入と関係開始ス キ ル と
表3 性別 にみ た個人 の内的属性と関係開始
ス キルとの関係 n=332
属 性
,ぎ性#s, ,c*性群s,
0.08 4 0. 6 8 0.027 0.032
自 己 没 入 0.735 0.51 3 0.19 8
榊
o.2 2 2
榊
共感的配慮 o.6 6 2'0.5 8 8 0. 1 5 0. 1 4
孤 独 感 o.1 9 3 0. 72 -0.04 5 - 0.0 4 4
対 人 不 安 1 .537 1).600 -0.2 6 5
' 群
- o.358
M
+
*
pく0.05,
耕
pく0.0 1,
榊
pく0.0 0 1
P C:偏相関係数(pa rtia一 Co r re一atio n c o effic e nt)
S P:標準偏回帰係数(Sta nda rd Pa rtial r egre s sio n)
の 関係 をみると , 女性群に お い て有意水準0.1%の
正 の相関があ っ た. ま た対人不安 と の 関係をみ る
と有意水準0.1%の 負 の相関が あ っ た. しか し自我
同 一 性 , 共感的配慮, 孤独感 は関係開始ス キ ル と
は相関が みられ なか っ た. 次 に 関係開始ス キ ル に
最 も影響 して い る属性 に つ い て み ると , 女性群で
は対人不安, 自己没入 の 帽で 影響 して い た.
5 . 年齢別にみた関係開始ス キ ル と個人の 内的属
性との 関係
表4 に は年齢区分を24歳以下, 25- 34歳, 35-
44歳 , 45歳以上群 の4群 に分 けて 関係開始 ス キ ル
と個人 の 属性と の 関係 , なら びに 個人 の 属性 で あ
る 5 つ の うちの ど の属性が最 も関係開始ス キ ル に
影響 して い るか に つ い て 示し た. 自我同 一 性と関
係開始 ス キ ル と の 関係を みる と45歳以上群で 有意
水準 1%の 正 の 相関が認められ た . ま た自己没入
と の 間で も有意水準5% の 正 の 相関が あ っ た. 対
人不安と関係開始ス キ ル と の 関係 をみ ると24歳以
下群 で有意水準5% の 負 の 相関を示 し , 35- 44歳
群で有意水準 1% の負 の 相関が み られ た. 次 に関
係開始 ス キ ル に最も影響して い る属性を みると45
歳以上群で は自我同 一 性, 自己没入 の 順で影響し
表4 年齢別に みた個人の内的属性と関係開始ス キル との関係
n=332
属 性 25
- 34 35- 44
PC SP P C S P P C S P P C S P
自我 同 一 性 o.154 0.160 - 0.018- 0.0231 0.114 1 0.1 40 0.300
自 己 没 入 0.286 0.243 0.064 0.074 0.153 0.1 68 0.257
*
0.272
*
共感 的配 慮 0.176 0.117 - 0.028- 0.029 0.126 0.1 24 0.139 0.134
孤 独 感 - 0.123- 0.084 - 0.1 44- 0.149- 0.064 - 0.062 0.201 0.203
対 人 不 安 - 0.510
事
- o.700
事
- o.171- 0.2351 0.285
- 不
一 o.383
事不
一 o.178 1 0.224
pく0.05, pく0.01, pく0.001
PC:偏相関係数(Pa rtia一 Cor relatio n co effic e nt)
s p:標準偏回帰係数(sta nda rd Partial regre s sio n)
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て い た.
6 . 経験年数別にみた関係開始 ス キル と個人の 内
的属性との 関係
表5に は看護職経験年数を3年以下, 4 - 6年,
7 - 9年, 10- 19年 , 20年以上 の 5群 に分けて 関
係開始ス キ ル と個人の 属性 との 関係, ならびに個
人 の 属性で ある5 つ の うち の どの 属性が最も関係
開始ス キ ル に影響 して い るか に つ い て 示した. 自
我同 一 性と関係開始 ス キ ル と の 関係をみ ると経験
20年以上群に おい て有意水準1%の正の相関があ っ
た
.
ま た自己没入と の 間 に も有意水準 1%で正 の
有意な相関がみ られ た. さ らに 対人不安と の 間に
は3年以下群, 10- 19年群, 20年以上群に おい て
有意水準5%で負の 有意 な相関を示 した. しか し
共感的配慮, 孤独感は関係開始 ス キ ル とは相関が
み られなか っ た. 経験 の 長 い20年以上群 の 関係開
始 ス キ ル に最も影響して い る属性をみ ると, 自我
同 一 性, 自己没入, 対人不安 の 順で影響して い た.
7 . 職階別にみた関係開始ス キ ル と個人の 内的属
性との 関係
表6 に は職階を看護師長, 副看護師長 ･ 主任,
看護師の 3群に 分 けて関係開始 ス キ ル と個人の 属
性と の 関係, な らび に個人の属性で ある5 つ の う
ち の どの 属性が最も関係開始ス キ ル に影響して い
るか を示 した . 自己没入と関係開始 ス キ ル と の 関
係をみると副師長 ･ 主任群で有意水準1%の 正 の
相関が認 められ た. ま た孤独感 と の 間に も有意水
準5 %の 正 の 相関を示 した. 対人不安と関係開始
ス キ ル と の 関係をみ ると副師長 ･ 主任群で 有意水
準1 %の 負 の 相関が あり , 看護 師群 で 有意水準
o.1%の 負 の 相関が あ っ た. 次に 関係開始 ス キ ル
に最も影響 して い る属性を みる と副師長 ･ 主任群
で は対人不安, 自己没入, 孤独感の 順で 影響して
い た.
8 . 看護教育背景別 にみた関係開始 ス キル と個人
の 内的属性 との 関係
表7 に は看護教育背景を大学卒, 短大卒, 専門
学校卒 の 3群 に分 けて関係開始 ス キ ル と個人の属
性と の 関係, な らび に個人の 属性で ある5 つ の う
ち の どの 属性が最 も関係開始ス キ ル に影響して い
るかを示した . 自己没入と 関係開始 ス キ ル との 関
係をみ ると専修学校群で 有意水準 1% の 正の 相関
表5 経験年数別 にみた個人の内的属性と関係開始 ス キル との関係 n=332
属 性
10 - 19
p c s p p C S P P C SP P C S P P C S P
自我同 一 性 o.204 0.208 -0.045-0.064- 0.1 42
自 己 没 入 0.306 0.288 0.11 0 0.1 38- 0.153
共感的配 慮 o.193 0.137 -0.093-0.1 07 0.115
孤 独 感 - o.131- 0.099 -0.221-0.236- 0.168
空く.T.請.
I
.:I 6エp
-
<
o
d?.2.1:
lol 571 0･232 1P･･ql
p c:偏相関係数(Pa rtial Co rrelatio n c o effic e nt)
s p:標準偏回帰係数(Stan dard Partia一 r egre s sio n)
ー 0.155- 0.103 - 0.122 0.240
ー 0.186 0.178 0.200 0.230
**
0.247
**
0.101 0.028 0.028 0.1 42 0.1 40
- 0.163- 0.051 - 0.050 0.1 74 0.179
- o.419- 0.268
*
- 0.359
*
- 0.188
*
- 0.242
*
表6 職階別 にみた個人の内的属性と関係開始ス キル との関係
n=332
属 性 P C S P P C S P P C SP
0.612 0.765 0.163 0.191 - 0.072 - 0.087
自 己 没 入 0.2970.297 0.272
事事
o.290
桝
o.129 0.1 44
共感的配 慮 -0.358- 0.270 0.131 0.126 0.039 0.038
孤 独 感 10.435- 0.397 0.228
事
o.228
事
- o.o93 - 0.089
対 人 不 安 0.014 0.01 4- 0.264
事事
- o.338
事事
- o.300
事事事
1 0.414
' 事事
pく0.05, pく0.01, pく0.001
p c:偏相関係数(partial Co rrelatio n c o effic e nt)
s p:標準偏回帰係数(Sta nda rd Partial regr e s sion)
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が あ っ た . ま た対人不安 と の 間で も有意水準0.1
%で負 の 相関を示 した . 次に 関係開始ス キ ル に 最
も影響 して い る属性に つ い て みると専修学校群 で
は対人不安, 自己没入 の 順で影響 して い た.
9. 兄弟姉妹数別にみた関係開始 ス キル と個人の
内的属性との 関係
表8に は兄弟姉妹数を無, 1人 , 2人, 3人以
上 の 4群 に分 けて 関係開始ス キ ル と個人 の 属性と
の 関係, ならび に個人 の 属性で ある5 つ の う ちの
どの 属性が最も関係開始 ス キ ル に影響 して い るか
に つ い て示 した . 自我同 一 性と 関係開始ス キ ル と
の 関係をみ ると 3人以上群で 有意水準 5%の 正 の
相関が あ っ た. 自己没入と の 関係をみ ると 1人群
で有意水準 1%の 正 の 相関がみ られた . また対人
不安と の 関係を み ると 1人群, 2人群 に お い て 有
意水準0.1% の 負 の 相関が み られ た. 次 に 関係開
始ス キ ル に 最も影響 して い る属性に つ い て みる と
1人群 で は対人不安, 自己没入の 順で影響 して い
た.
10. 友人数別にみた関係開始 ス キ ル と個人の 内的
属性と の関係
表9に は友人数を0人, 1人, 2 - 3人, 4 -
5人, 6人以上の 5群に 分けて 関係開始 ス キ ル と
個人の 属性との 関係, な らび に個人 の 属性で ある
5つ の うち の どの 属性が最 も関係開始 ス キ ル に影
響 して い るか に つ い て示 した . 自我同 一 性と関係
開始 ス キ ル と の 関係をみると 2 - 3人群で 有意水
準5 %の 正 の 相関がみ られた . 自己没入と の 関係
をみる と1人群で有意水準1 %の 正 の 相関がみ ら
れ た . 共感的配慮との 関係を みる と0人群で 有意
水準 1%の 正の 相関が あ っ た . 孤独感 と の 関係を
み ると 0人群で有意水準1% の正 の相関があ り,
6人以 上群で 有意水準 5%の 負 の 相関が認め られ
た. ま た対人不安と の 関係をみ る と0人群で 有意
水準 1%の 負の 相関を示した . 次 に 関係開始 ス キ
ル に最 も影響 して い る属性に つ い て み ると0人群
で は対人不安 , 共感的配慮, 孤独感の 順で影響 し
て い た
. ま た1人群で は対人不安 , 自己没入 の 順
で 影響 して い た .
表7 看護教育背景別 にみた個人 の内的属性と関係開始ス キル
との関係 n=332
属 性 P C SP PC S P P C S P
0.670 0.462 0.174 0.208 0.034 0.041
自 己 没 入 0.635 1.11 6 0.186 0.213 0.189* * 0.209* *
共感 的配 慮 11.399 -0.692 0.006 0.006 0.076 0.076
孤 独 感 -o.881 -0.771 - 0.131 - 0.126 0.027 0.027
若く.i.57-:<.7.
･
.
7
,
9L
p
-
<
1
d:.4.2. 1 ･257
- 0･374 - O･256
叩
~ o･343
耶
P C:偏相関係数(pa rtial Cor relatio n c o effic e nt)
S P:標準偏回帰係数(stan da rd Partial regre s sio n)
表8 兄弟姉妹数別 にみた個人の 内的属性と関係開始ス キル との関係 n=332
属 性
P C S P P C S P P C SP P C S P
0.084 0.11 0- 0.037 - 0.044 - 0.015 - 0.016 0.226
自 己 没 入 - 0.071 - 0.076 0.313
* *
0.347
*
0.1 67 0.1 79 0.197 0.236
共感的配 慮 o.128 0.126 0.112 0.101 - 0.044 - 0.043 0.049 0.049
孤 独 感 -o.o40 - 0.042 0.062 0.059 - 0.1 24 - 0.116 - 0.021- 0.022
若く.i.謂く..01子,7l- ,<0:iこ.
- o･388
冊
- o･530
耶
~ o･397
榊
~ o･498
榊
- o･11 9- Ol 72
P C:偏相関係数(partial Co r re一atio n c o effic ent)
S P:標準偏回帰係数(Sta ndard PartiaJ regre s sio n)
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表9 友人数別 にみた個人 の内的属性と関係開始ス キル との関係 n=332
属 性 ｡㌔ S P P C S P P C S P P CSP PC S P
自我 同 一 性 - o.534 - 0.407 - 0.259 - 0.248 0.194
*
0.253
*
0.051 0.067- 0.209- 0.200
自 己 没 入 0.650 0.379 0.51 9
* *
0.520
* *
0.071 0.078 0.195 0.237 0.374 0.501
共感的配 慮 o.843
* *
0.707
**
0.206 0.155 0.143 0.142 - 0.037- 0.040- 0.138- 0.137
孤 独 感 o.893
* *
0.551
**
- 0.298 - 0.238 . 0.149 0.155 1).034- 0.035- 0.446
*
- 0.440
*
対 人 不 安 - 0.893
耕
一 1.388
**
- 0.647
榊
- o.831
榊
1 0.142- 0.198 - 0.209- 0.272- 0
.369- 0.51 0
*
pく0.05,
I
pく0.01, pく0.001
p c:偏相関係数(partial Cor relatio n c o effic e nt)
S P:標準偏回帰係数(Sta ndard Partial regre s sio n)
考 察
1 . 関係開始 ス キル と自我同 一 性の 関係
対象全体 にお い て , 関係開始ス キ ル と自我同 一
性 の 間に有意 な相関はみられ なか っ た. しか し年
齢別 の45歳以上 の群で 正 の 有意な相関を示した ±
ユ ン グに よれば ｢中年期 の 発達段階は若さや能力
の 減少と い う事実を受け入れ, 自分 の 人生や目標
を振り返 っ て 再検討 し自分 の 人生を正 しく見直す
必要が ある.｣
26) ま た ｢ 内的世界志向 へ の転換を う
まく行い , 中年 の 自己を確立 し身 に つ ける に つ れ
て より内省的に なり自分の 経験か ら得られた知識,
常識な ど の 資源をも っ と活用し自分 の 目的をさ ら
に追求で きiように なる.｣26'と述 べ て い る . つ ま
り45歳以上 の 中年期 に なると, これか ら の 人生を
よりよ い もの とする ため, 青年期で 確立 した自己
をもう 一 度考え直すために , より 一 層 の 自己に対
する確実性を持っ ことが で き るよう に なる ため に
自己開示が で き , 人と の 関わ りもス ム - ズ に行え
るよう に なる こ とか らくるもの と考 える . ま た,
経験年数20年以上群で 正 の 有意な相関を示した.
猪下 に よれば ｢経験年数が増すに つ れ て , 自己実
現に 関わ る自覚が強ま り複合して キ ャ リ ア 形成が
進む｣
27) と述 べ て い る . 20年以上 の 経験年数 の 長
い もの ほ ど 一 本貫 い た自分と い う もの が確立し,
自己開示を ス ム ー ズ に行える もの と考える . 兄弟
数3人以上群で 正 の 有意 な相関を示 した . ｢自我
同 一 性が あ ると い う感覚 は, 自分 は他者と は異な
る独自な存在で あり , 生育史から 一 貫 した自分ら
しさ の 感覚 を維持 して い ると い う自分 に つ い て の
確信ある体験で あ る.｣
4) こ の よう に , 人間は他人
と自分とを比較する こと に よ っ て 自己を は っ きり
させる . 兄弟数が 多い ほ ど自分 の 周り に比較する
者が多くい る ために 自我同 一 性が確立 しやすく ,
これが関係開始ス キ ル に 影響した もの と考える.
2. 関係開始 ス キル と自己没入 との 関係
関係開始ス キ ル と自己没入との 関係 にお い て仮
説で は負 の相関に な る こ とを推定 したが, 研究結
果で は正 の相関を示 した . 自己没入が強い とい う
こと は自分に つ い て 考えやすく, なかなか止まら
ない と い う こと で あ り自己注目が強くな ると考え
られる . カ ー バ - と シ ャ イ ア ー は自己を公的自己
と私的自己に分 け, ｢公 的自己と は自己 の 容姿や
振る舞い な ど他者か ら観察され る側面で , 私的自
己と は感情 ･ 思考な ど他者が直接観察で きない側
面で あ る.｣
28) と述 べ て い る . 看護職者 は多くの 患
者か ら注目され るため公的自己が高まり, 自分 の
言動 に注意を払い人当たり の よ い 行動をと ろうと
する傾向がある . こ の ことが関係開始 ス キ ル と正
の相関に つ なが っ たも の と考え られ る . ま た, 女
性群で 正の有意な相関が み られ た . 桜井 は ｢女子
は自分が他者か ら どう思われて い るかを気に した
り, 早くから自分 の 顔や ス タイ ル を気に して服装
や髪型 に気を配る.｣29)と報告して い る . ま た ｢ぶ
り っ こ｣ と い う言葉が あるよ うに 女性 の 方が男性
よりも相手に よく見 られ た い と い う希望が強い と
考え られ る. これ ら の ことか ら女性 の方が公的自
己 へ の 注意が強くなり, これが 関係開始 ス キ ル に
影響 したもの と考える . 45歳以上群で 有意な正の
相関が みられ た. 中年期 の 課題 は ｢生殖期｣ と呼
ばれ, 次 の世代を担う者 の 援助や世話を行い 指導
して い く社会的責任 を伴 う30). 45歳以上の 群は後
輩 の 見本とな る必要が あり , 自分 の言動に注意を
払う . その た め関係開始もス ム ー ズ に 行う こ とが
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で き るもの と考える . 経験年数20年以上群に お い
て正 の有意な相関を示した. 猪下の 研究に よれば,
経験年数 の 増加や職位 の上昇に よ っ て キ ャ リ ア 意
識が高くな る
27)と報告して い る. キ ャ リ ア 意識が
高ま ると, 周囲 の 人か らよく見られた い , よく評
価され た い とい う願望が 強くなる. さ らに経験年
数の 長い者 は経験年数 の短 い者の見本と なる必要
があ る. そ の ため公的自己 へ の 意識が高ま り関係
開始 ス キ ル に影響 したもの と考える . 副師長 ･ 主
任群 に お い て も正 の 有意な相関が み られ た. こ れ
も経験年数同様キ ャ リア 意識の高まり に より, よ
く見られた い とい う希望が強くなる こと , ま た上
司か らの評価と後輩の 見本と い う中間の 立場 に あ
る ため公的自己も高くなり , 人当り の 良い行動を
とる ため関係開始が ス ム ー ズ に行える もの と考え
る
. 次に専修学校群に お い て 正の有意 な相関が み
られ た. これ は専修学校と大学 ･ 短大と の教育 シ
ス テ ム の違 い に よると考え られ る. 専修学校 で は
臨床実習に お い て 大学 ･ 短大よりも患者と の 関わ
りを持 っ 機会を重視さ れる実習で ある ために , そ
の よ うな経験を通 して 対人関係に おい て ど の よう
に 振舞えば よい かを よく知 っ て おり公的自己の 意
識 も高 い と考え られ る. そ の ため人当りの よ い 行
動 をとり , これが関係開始 ス キ ル に 影響した もの
と考え る . 友人数 1人群に お い て正 の 有意な相関
がみ られた . これ は友人が 1人しか い ない と その
友人とうまく付き合 っ て いき たい と考え るた めに
人当たり の よい 行動をとる ように なり, 関係開始
ス キ ル が よくな っ たもの と考える. こ の よう に各
群 に おける自己没入の高ま りは公的自己 へ の 注目
を高め人当たり の よい 行動 をとらせる よう に働く
た めに , それ が関係開始 ス キ ル を高め , 正の 相関
に つ なが っ たもの と考える .
3 . 関係開始ス キル と孤独感との 関係
対象全体に お い て , 関係開始ス キ ル と孤独感と
の 間で有意な相関はみられ なか っ た . しか し職階
別に みると副師長 ･ 主任群 に お い て 正の 有意 な相
関が あ っ た. 菊地の 研究で は ｢ベ テ ラ ン看護婦は
若い看護婦と の 意思疎通や同僚との 信頼関係に問
題を抱えて い る｣31)と報告 して い る. こ の こと か
ら副師長 ･ 主任群で は後輩や同僚との コ ミ ュ ニ ケ ー
シ ョ ン に問題を抱え, 孤独感が強くなると考えら
れ る. ま た副師長 ･ 主任と い う とい う中間管理職
で は後輩か ら の 信頼と婦長か ら の期待と の 板ばさ
み に あ い, より 一 層孤独感が 強くな るもの と考え
られ る. しか し副師長や主任は後輩を まと めて い
く必要と責任を負うため に孤独感が強 い は どそれ
が もた らすネガ テ ィ ブな面 - の 注意が高ま り, 自
分か ら話 しか けて いく. こ の こ とが関係開始ス キ
ル に影響 したもの と考える . 次 に友人数0人群 に
お い て正 の 有意な相関が見られ た. 中村 は ｢孤独
で 不安に なれ ば誰か と 一 緒に い たくなる し, また ,
傍らに他者が い れば自分 の こ と に つ い て そ の 人に
語 りたく なり, 自己開示を行う こ と で心の 安定を
うる ことが で きる .｣32) と述 べ て い る . こ の こ とか
ら友人の い ない孤独な者 ほ ど自分か ら他者 に話 し
か けて い き, それが関係開始ス キ ル に影響 したも
の と考える .
4 . 関係開始ス キル と対人不安との 関係
対人不安と関係開始ス キ ル と の 間 で負 の 有意な
相関を示 した. デ ュ ー パ ル と ウイ ッ ク ラ ン ド の 客
体的自覚理論に よ ると ｢客体的自覚状態にお かれ
ると , ある自己の 側面が顕著に なり , そ の 自己の
側面に対 して , 適切さ の基準 が明らか に なる. そ
して 適切さ の基準が明らか に な ると , そ の 適切さ
の 基準に 従 っ て 自己評価するよ うに なる .｣33)と述
べ て い る . しか し現実の 自己が こ の 適切さ の 基準
に 達して い ない ため , 自己 - の 批判が生 じ対人不
安が生 じると考え られ る. 看護職の よう に多くの
患者や医師 ･ 同僚がま わり に 存在 して い ると , 他
人か ら見られて い るとい う意識か強ま り客体的自
覚状態が高ま る . そ の ため対人不安が強ま り対人
関係を避 けるよう に なり, こ れが 関係開始ス キ ル
に 影響 したもの と考える. 女性群で 負 の 有意な相
関が みられ た. これ も男性 と女性 の い ずれか がよ
り対人不安を経験するか は, 特定の 社会的反応や
自己呈示の 様式 に依存するた め 一 概 に判断する こ
と はで きない . しか し, 対人不安感 に お い て男性
よりも女性 の方が高い 得点を 示し, 初対面の場合
に関する項目と密接に関係 して い た ことか らも,
現代 の女性は男性よりも人と はじめ て会話する こ
と に 不安を感じる こ とが考え られ る34). こ れ らの
こ とか ら女性 の 方が対人不安が強く, 他人と話す
こ とを避 けるよう に なり, 関係開始が ス ム ー ズ に
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行えな い ことか ら負の相関に な っ たもの と考え る.
24歳以下 の若 い年齢群に おい て 負 の有意な相関が
見られた . シ ュ レ ン カ ー とリ ア リ ィ は ｢対人不安
が生 じる ため に はまず, 自己に つ い て の ある印象
を与えた い (呈示した い) と願 っ て い る (動機づ
け) 必要が ある .｣
35) と述べ て い る
.
24歳以下の若
い 看護師は先輩か らの信頼を得た い とい う願望が
強 い . そ の ため自分に対 して よい 印象を与え たい
と い う希望が強く対人不安が生じやすく, これ が
関係開始ス キ ル に 影響したもの と考え る. ま た,
35- 44歳群で 負 の 有意な相関が見られ た. こ の 時
期はひ と り立 ちする ために 自分を打ち出して い く
野心的側面が重要に な り, 相手か らよい 印象, よ
い評価を受けた い と強く願う. そ の ため自己 へ の
注目が強まり, 自分が どう見られて い るか , どう
評価されて い るか を過剰 に気に する ため に人目を
避 けるよう に なり , これが関係開始 ス キ ル を低下
させて い る もの と考えられる . 経験年数別で は3
年以下群で 負 の有意な相関が見られた . 3年以下
の 経験年数の 短い 者は先輩か らど の よ うに見 られ
て い るか , どの よう に評価されて い るかが気に な
り自己 へ の 注目が高まり, 対人不安が生 じ対人関
係をス ム - ズ に行えな い こ とが関係開始 ス キ ル に
影響 した もの と考えられ る. また10年以上群に お
い て負 の 有意な相関を示した. 10年以上 の ベ テ ラ
ン 看護師で はキ ャ リア 意識が高く なる. そ の ため
自分はど の よう に評価されて い るかと い う こ とに
気を配るため 自己 へ の注目が高まり, 対人不安が
強ま り関係開始ス キ ル に影響したもの と考え る.
職位別で は副師長 ･ 主任群で 負 の相関を示 した.
副師長 ･ 主任 に なると キ ャ リ ア 意識が高まり, 自
分をよく見せ た い と い う願望が強くな る. そ の た
め 自分 の 言動 など公的自己 へ の 意識が強ま り, こ
れが 関係開始 ス キ ル に影響した もの と考え る. ま
た看護師群に お い て負の 有意な相関が見 られた.
看護師は同僚だ けで なく看護師長や副師長などの
上司から常に見 られ て いる感覚を覚え, そ の ため
に対人関係 に お い て不安が生じやすくなか なか上
司と の 会話 に ス ム ー ズ に入 っ て い けず, これが関
係開始ス キ ル を低くさせ て い るもの と考える . 学
歴別 で は専修学校群に お い て 負 の有意な相関が見
られ た. 専修学校で は大学 ･ 短大より も臨床実習
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が多く, 多く の対人関係の 機会 を経験 して い る.
そ の ために , 人との 関係開始が慎重 に な り, それ
が対人不安を強め関係開始が なか なか で き ない こ
とか らくる結果と考え る. 次に 友人数0人群, 1
人群 で負 の有意な相関が見 られ た. 友人数が少な
い と友人を作り たい と考え, 自分 をよく見せた い
と考える . そ の た め自己 へ の 注目が高ま り対人不
安が生 C, 関係開始ス キ ル を低くさせ た もの と考
え る.
結 論
人間関係に お ける看護職者 の 関係開始ス キ ル に
影響する個人の属性で ある自我同 一 性 , 自己没入,
共感的配慮, 孤独感, 対人不安等が ど の ように影
響して いるか を調 べ た結果, 次 の こ とが明らかに
な っ た
.
1
. 関係開始ス キ ル と自己没入 とは相関がみ られ
た.
2
. 関係開始ス キ ル と対人不安と は相関が あ っ た.
3. 自我同 一 性と関係開始ス キ ル とは対象全体で
は相関を示さ なか っ たが年齢別, 経験年数別 ,
兄弟姉妹数別, 友人数別で相関が み られ た.
4
. 共感的配慮と関係開始ス キ ル と は対象全体で
は相関が なか っ たが, 友人数別 で相関を示した.
5 . 孤独感と関係開始ス キ ル と は対象全体で は相
関が認 められなか っ たが職位別, 友人数別で相
関が み られ た.
6
. 関係開始ス キ ル に最も影響する個人 の 内的属
性 は対人不安で あ り, 次 い で 自己没入で あ っ た.
以上 の ことか ら仮説 1, 2, 3, 4, 5 は肯定
され た
.
研究成果の 活用 と限界
看護職者の 関係開始ス キ ル を向上させるために ,
関係開始 に影響を与え る個人 の 内的属性を改善す
る上で , 訓練 ･ 教育するため の 資料と して 本研究
成果を活用 で きるもの と考える . しか し, 本研究
は2つ の 病院に お ける結果で あ る た め, 他 の 看護
職者 の 集団 にお い て も調査する こ と, 男性数が少
数で あ っ たた め, 今後 は増や して さ ら に検討する
看護職者の 関係開始 ス キ ル と個人の 内的属性 との関係
ことが今後 の課題で あ る. ま た, 本研究に使用し
た孤独感を測定する尺度に お い て は信頼性係数が
低い値 を示 した ため, 今後検討 して いく必要が あ
る
.
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A bstr a et
T be pu rpo se ofthis study w a sto e x a min e relatio n ships betw e e n n n r s e s
'
initiatio n of
n e w r elatio n ships ofs o cial skills a ndtheirinte r n al attributio n s. A sa mple co n sisted of 332
n u r s es w a s e x a min ed. T hein str u m ents u s ed w e reInitiatio n ofn e w relatio n ships skills c ale
ofthe s ub- c onc epts of so cial skillsc ale by W ada, M ultidim ension al egoidentity s c ale by
Ta ni, Self-pr eo cc upatio n s c ale by Saka m oto, Japa n es e v e r sio n of Empathy c o n side r atio n
s c ale ofthe s ub- c o n c epts of lnte rpe rs o n al Re a ctivity lnde x by Da vis, Lo n elin es s s cale by
Ochiai a nd Negative s elf- a w aren e s sin lnterpers onal r elatio n ships sc ale by Haya shia nd
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age, e xpe rie n ce, br othe r a nd sister n u mbe r a nd frie nds
'
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